
 

１ 調査の目的 

  男らしさ、女らしさを強制されず、それぞれが個々人の力に見合った働き方や生き方が

できる、「ジェンダー平等社会」の実現をめざし、より実効性のある取組を行うための計画

として策定した「かながわ男女共同参画推進プラン」の改定を検討する基礎的な資料とす

るため、県民の男女共同参画関する意識の調査・分析を実施する。 

 

２ 調査方法 

（１）調 査 地 域 ：神奈川県内全域  

（２）調 査 方 法 ：インターネットを利用したモニター調査 

（３）調 査 対 象 ：神奈川県内に在住する18歳以上の個人（回答者数3,000人を予定） 

（４）サンプル設計：性・年代別ごとに回答者数が均等になるよう実施 

         ※人口構成比による抽出ではなく、性・年代での抽出 

【A】30代以下、②40～50代、③60代以上について、男女別にそれぞ

れ約500人の回答を得ること。 

【B】20代以下、30代、40代、50代、60代以上の年代ごとに、男女

別にそれぞれ約300人の回答を得ること。 

（５）調 査 内 容：調査対象の属性及び調査項目の設問への回答 

【属性】地域、年齢、性別、配偶者の有無（又は家族構成）、 

子どもの有無、職業 

（６）集計・分析 ：回答者の属性を含む各調査項目をクロス集計し、集計結果から読み取れ

る傾向などの分析を行う。 

 

３ 調査項目 

回答者の負担を考え、設問は30項目程度とし、設問と別に自由記述を設ける。 

 

（１）男女共同参画全般 ＜８項目、15問＞ 

 ・男女の地位の平等感（８問） 

 ・「ジェンダー平等」等の認知度（２問） 

 ・進路選択の理由及び時期（１問） 

 ・有配偶者の働き方（１問） 

 ・性別役割分担意識等（３問） 

 

（２）家庭生活 ＜２項目、３問＞ 

 ・家事・育児の分担（２問） 

 ・家事・育児を任せることの抵抗感（１問） 

  

（３）ワーク・ライフ・バランス  ＜６項目、８問＞ 

 ・休暇等の取得のしやすさ（３問） 

・仕事と家庭の両立に必要な環境整備（１問） 
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 ・育児をきっかけとした働き方の変化（２問） 

 ・職業継続と再就職に必要なこと（２問） 

 

（４）セクシュアル・ハラスメント等 ＜３項目、３問＞ 

 ・各ハラスメントの被害等（３問） 

 

（５）女性の活躍推進 ＜１項目、１問＞ 

 ・指導的地位に女性が少ない理由（１問） 

 

（６）その他 ＜１項目、１問＞ 

 ・本調査に関する自由記述 

 

＜補足１＞ 

 ＤＶや暴力に関する内容については「かながわ困難な問題を抱える女性等支援計画」の策

定の際に調査している（参考資料３－３）ほか、県民ニーズ調査も実施している。 

 

＜補足２＞ 

 かながわ男女共同参画推進プラン（第５次）の目標値や「現状と課題」において、県民ニー

ズ調査の結果を活用している設問については、原則、本意識調査では調査しない。 

 ただし、グラフ11・12については、男女ともに上位が「上司・同僚の理解」であることか

ら、男女共通の設問に変更のうえ本意識調査にて確認予定。 

 

県民ニーズ調査 

プラン 内容 調査年度 

目標値 夫は外で働き妻は家庭を守るべきだ 毎年度 

グラフ８ 女性が職業をもつこと R3、H28 

グラフ10 家庭における育児・親の介護の役割分担 R3 

グラフ11 女性が活躍するために必要な取組や支援 R3 

グラフ12 男性が家事や育児などにかかわるために必要なこと R3 

グラフ13 夫婦間での暴力行為における暴力（ＤＶ）としての認識 R4 

グラフ28 男女共同参画社会の実現のために力を入れるべき施策 R3 

記載なし 女性が働き続けるには、まだまだ厳しい世の中だ 毎年度 

〃 
「男女にかかわりなく、社会のあらゆる分野で個性と能

力が発揮できること」の重要度と満足度 

毎年度 

〃 
県が力を入れて取り組んでほしい分野の選択肢として

「男女共同参画社会の推進」 

毎年度 

 

＜参考：プランに記載のない項目の調査結果＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 


